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生徒申し合わせ事項 

 

（１）意義 

芦高生は、教育綱領「自治・自由・創造」の理念のもと、自らが判断し責任をもって行動

します。誰もが自由で創造的な学校生活を送るためには、立場や考え方の違う多様な他者を

対等な立場で尊重し、配慮する姿勢が重要です。また地域の中で生きる一員としての感覚を

持ち合わせていることが求められていることも忘れてはなりません。 

芦高生や芦高に関わる一人ひとりの安全と権利を尊重するために、必要なルールを状況に

応じて設定し、生徒と職員で申し合わせを行います。これが「生徒申し合わせ事項」です。

これらの細かいルールを設定しなくても、その場に応じた望ましい行動を各自が判断し選択

できるようになることが最終の目標です。 

そのために、全ての芦高生は、芦高が芦高に関わるすべての人にとってより良い場所にな

ることを追求し続け、自治会員の現状を確認し、社会情勢の変遷にも照らし合わせながら「生

徒申し合わせ事項」の見直しを毎年行い、新入生に伝えていきましょう。 
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（２）基本事項 

①以下の行為は決して行わない。 

・差別、いじめ等、人権を侵害する行為 

・飲酒、喫煙、暴力、薬物、窃盗、ハラスメント等法律を犯す行為 

②学校生活においては、状況や他者に配慮して自らが判断し責任をもって行動する。 

 

（３）詳細事項 

①服装 

〇通学服について 

・加工しないこと。 

・校章・年次章を着用すること。 

・通学服の購入時のスカート丈は、膝中を基本とした長さで販売業者が採寸すること。 

・通学服を譲り受けた場合、長さが適切でなければ改めて購入すること。 

 

〇式典時または指定された日 

・式典（入学式、卒業式、始業式、終業式）では通学服を正しく着用すること。 

・ブレザーにスラックス（紺・黒・グレー・茶系）を着用してもよい。（市販のスラックスを

各自で購入する。） 

 

〇式典時以外の日 

・学校生活における服装は、状況や他者に配慮して判断すること。 

・ボトムスは膝丈より長いものとする。部活動や体育の授業で使用した後、汗や汚れなど衛

生的でないジャージ、ハーフパンツは着替えること。 

・私服のスカート丈も膝中とすること。 

・暑さや寒さの対策や体調管理のための着こなしを心掛けること。よってスカートの中にジ

ャージをはくことやひざ掛けを巻いての移動はしないこと。 

・校舎内では脱帽すること。 

・スリッパ、サンダル、ヒール、ブーツ、厚底など安全面で適していない靴ははかないこと。 

・年次章を着用すること。 
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②頭髪 

・頭髪の加工はしないこと。 

 

③化粧 

・化粧はしないこと。 

 

④装身具 

・ピアス・指輪・ネックレスなどの装身具はしないこと。 

 

⑤アルバイト 

・アルバイトはしないこと。 

・家庭の経済的事情により必要な場合のみ許可する場合がある。希望する際は、担任に相談

の上保護者と共に申請を行うこと。 

 

⑥携帯電話・タブレット端末等 

・校内での携帯電話は、始業前と放課後は使用してもよい。 

 （８：３０から終礼の終了までの使用しないこと。） 

・タブレット端末は「学習者用端末運用規定」に従って使用すること。 

・イヤホンの使用は教室内のみとすること。 

・校内では通知音を消すこと。 

・トイレ、更衣室、廊下、階段での使用、歩きながらの使用はしないこと。 

・定期考査受験時は携帯電話の電源を切り、かばんの中に入れること。所持している場合は、

考査不正行為とみなす（教務規定）。 

 

⑦自転車通学 

(1)通学距離が本校より１．５㎞以上であること。 

(2)自転車のルールテストに合格していること。 

(3)自転車による傷害に対しての賠償保険に加入していること。 

・上記(1)～(3)の条件を満たし、自転車通学許可願いを提出して許可を得ること。 

・特別な事情がある場合は、相談により許可することもある。 

・安全のために、ヘルメットの着用を勧める。（ヘルメットの着用は努力義務） 

・フルアシスト自転車、電動キックボードでの通学はしないこと。 

 

⑧単車、自動車 

・単車、自動車免許の取得はしないこと。違反した場合は厳重に指導する。 

・ただし就職決定者が就職先から要請があった場合は 10 月 1 日より、また 3 年次は自宅学

習期間の開始日から教習所に入所することができる。 

 

⑨その他 

・下校時刻は 16時 50分とする。それ以降の活動は顧問や担任の許可のもと行う。 

・許可を得た場合の最終下校時刻は 19時とする。 

・大会が近いなど活動が必要な場合は、考査 1週間前、考査中も部活動を行うことができる。

ただし考査 1 週間前は 18 時完全下校、考査期間中（最終日を除く）は、全員の考査が終

了してから２時間程度の時間で行い 15時完全下校とする。考査中の早朝練習は行わない。 

・生徒証は身分証明証として常に携帯すること。 


